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研究成果の概要（和文）：  
 
本研究は、これまでほとんど研究されてこなかったオスマン朝期イスラーム思想を解明するこ

とを目指した。3 年間にわたる共同研究により、スーフィズム、神学、論理学、歴史学、政治

思想、近代思想の各分野を概説する書籍を編集し、刊行した。『オスマン朝思想文化研究』と題

された本書は、上記各学問分野の概観と代表的思想家の説明に加え、その著作を対訳の形で含

んでいる。ほかに、オスマン朝期イスラーム思想にとって中核となるスーフィズムについて、

イブン・アラビー学派の文献目録、スーフィズム関連用語集などを作成・刊行した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 
This study aimed to clarify the Islamic thought during the Ottoman period, which had not 
been fully investigated. As the outcome of the joint research, we published a book 
explaining Sufism, theology, logics, history, political thought and modern thought in 
Ottoman period. The book entitled as A Bio-bibliographical Introduction to the Intellectual 
History of the Ottoman Period includes a general view of the aforementioned genres as well 
as a short explanation of representative thinkers with the original texts and their 
translations. We also published a catalogue for the printed books of the School of Ibn Arabi 
and glossaries on Sufism. 
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１．研究開始当初の背景 
 

中世イスラーム思想の分野で、サファヴィ

ー朝期シーア派思想の研究が進んでいるの

に対し、スンナ派イスラーム思想研究は立ち

遅れている。この時期のスンナ派を代表する

王朝であるオスマン朝の思想研究が必要と

されているが、ほとんど手つかずの状態であ

る。 
その中で、スーフィズム（イスラーム神秘

思想）およびタリーカ（イスラーム神秘主義

教団）に関する研究には、トルコ本国に若干

の蓄積がある。また、オスマン朝の歴史研究

そのものはさかんに行われてきており、この

分野に関しては、日本をはじめ、世界中に豊

富な研究蓄積がある。こういった歴史学の成

果を取り込みつつ、思想研究と合体させるこ

とが必要である。 
オスマン朝期のその他のイスラーム思想、

たとえば哲学・神学などはほとんど手つかず

の状態にあり、スンナ派では哲学が中世に衰

退したという誤解が近年までまかり通って

きた。実際には連綿とした学問の系譜をたど

ることができるが、トルコ語によるごく入門

的な著作が存在するのみで、その実態をうか

がい知ることはできない。どういう思想家、

著作が存在したのかという見取り図すら明

らかでないというのが、研究の現状である。 
 
２．研究の目的 
 
 上述の未開拓の研究分野について、全体的
な見取り図を提供することを、本研究の第一
の目的とする。その際、研究代表者が主とし
て取り組んでおり、研究も比較的進んでい
るスーフィズム・タリーカ研究を中心テー
マに据える。また、地域的にはオスマン朝
の領土の中核部分であった小アジア（現在
のトルコ共和国の版図）を中心に扱う。こ
れら、テーマと地域における中心を設定し
たうえで、関連分野・関連地域にも目配り
をし、オスマン朝期イスラーム思想の全体
像の提示を目指す。 
 そのために、オスマン朝期イスラーム思
想の全体を、次図のように分割したうえで、
研究分担者がそれぞれのテーマを担当して、
検討する。 

 

 
 
 
 
 
 
 
３．研究の方法 
 
 本研究は、歴史学者と思想研究者の共同研
究として進める。歴史学からは、濱田正美が



政治思想を、林佳世子が文学の歴史学への応
用を、三沢伸生が近現代思想を担当する。他
方、思想研究からは、東長靖がスーフィズム
を、竹下政孝が神学・論理学を、仁子寿晴が
哲学・科学を担当する。連携研究者である今
松泰は、スーフィズム研究を補助する。 
 研究は、各分野に関する個別研究を基礎と
したうえで、その成果を持ち寄り、全員で検
証して、オスマン朝期イスラーム思想の全体
像を描くように努めた。 
 その過程で、近現代に関しては、イスラー
ムにとらわれない思想が展開されることに
注目すべきことが明らかとなってきた。その
ことは、成果として公刊した書物のタイトル
と章構成にも反映された。 
 
４．研究成果 
 
 3 年間にわたる共同研究の結果、これまで
ほとんど明らかにされてこなかったオスマ
ン朝期の思想文化について、相当程度明らか
にしえた。 
 この分野では、基礎データが不足している
ことが最大の問題点なので、今回の研究にお
いても、基礎データを集積し、それを整理し
て公開することに意を用いた。 
 その代表的なものは、以下の通りである。 
（1）『オスマン朝思想文化研究－思想家と著
作』 
 本研究の最終成果として、オスマン朝期の
思想文化のなるべく多くの側面を取り上げ
た概説的図書を刊行した。諸事情から、哲
学・科学は採録することができなかったが、
その代わりに論理学を取り込むことを得た。 
 本書においては、各分野の概説的情報（と
くにレファレンス類の情報や先行研究の整
理）を明らかにするとともに、代表的な思想
家とその著作を取り上げ、詞華集の形で原典
に直接触れることができるようにした。詞華
集の部分は対訳の形をとり、専門家のみなら
ず、この分野に関心を持つ後進たちが利用で
きるように工夫した。 
（2）『アラビア文字で引く スーフィズ
ム・グロッサリー』『スーフィズム・タリー
カ・聖者信仰用語集 ローマ字順配列』 
 オスマン朝期思想文化の根幹をなすのは、
スーフィズムである。そこでよく用いられ
る用語約 600 を集め、訳語を与えるととも
に、簡潔な解説を付している。 
（3）『イブン・アラビー学派文献目録』 
 オスマン朝期スーフィズム思想は、イブ
ン・アラビー（1240 年没）の思想を中心とし
て展開された。本書は、オスマン朝における
イブン・アラビー学派に注目したうえで、サ
ファヴィー朝やムガル朝、マレー世界などに
も目配りをしたもので、合計約 2,800 点の著
作のデータを提供している。 

 なお、本書を元に、京都大学大学院アジ
ア・アフリカ地域研究研究科附属イスラーム
地域研究センターのホームページ上に、デー
タベースのウェブページを開設している。 
http://kias.sakura.ne.jp/ibnarabi/index
.php?title 
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